
も
付
記
し
て
お
く
。
そ
れ
ら
が
自
他
に
わ
た
る
批
判
だ
け
に
と
ど

ま
る
も
の
で
な
く
、
反
省
と
工
夫
と
に
通
じ
て
教
化
の
推
進
力
と

な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

要
望
事
項

お
題
目
総
弘
通
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
お
題
目
で
人
間
尊
重
の

精
神
を
」
は
、
「
お
題
目
で
生
命
尊
重
の
精
神
を
」
と
し
て
下
さ

ヽ
」

○

(
大
島
啓
禎
)

私
の
信
行
活
動

-
分
散
会
の
発
言
か
ら

-鎌

田

行

学

(
愛
知
・
妙
恩
寺
住
職
)

①
こ
の
一
年
間
、
ど
ん
な
信
行
活
動
を
し
た
か

1
、
月
例
講
話
会

毎
月
二
回
。

毎
月
五
日

午
前
中

年
回
忌
法
要
、
午
後

講
話
。
第

三
月
曜

午
後

招
碍
講
師
講
話
。
水
子
供
養
会

毎
月

一
回
。
第
二
日
曜

午
前

年
回
忌
、
午
後
一
般
供
養

会
。

2
、
法
座

毎
月
二
十
五
回
、
地
区
十
一
班
。

3
、
月
例
お
題
目
講

毎
月
一
回
、
地
区
十
一
班
。
子
供
お
題
目

講

毎
月
一
回
。

4
、
寒
修
行

地
区
十
一
班
、
子
供
会
・
婦
人
会
・
青
年
会
・
一

般
信
徒
。

合
同
寒
行

三
回
、
子
供
会
・
婦
人
会
・
青
年
会
・
一
般
信

徒

約
一
二
〇
̃
五
〇
名
。

5
、
月
例
信
行
会

(
自
修
会
)

毎
月
一
回
。

6
、
当
山
身
延
山
檀
信
徒
研
修

年
間
二
回
。
自
修
会
・
竹
の
子

会
各
一
回
。

7
、
月
例
子
供
会
(
竹
の
子
会
)

毎
月
一
回
(
各
地
区
の
ご
法
座
に

於
て
、
毎
月
近
座
を
勤
め
る
)
。
夏
期
情
操
研
修
会
(
三
河
宗
務

所
主
催
)

年
一
回
。

8
、
月
例
青
年
会
(
若
竹
会
)

毎
月
一
回
。
唱
題
行
脚

毎
月
一

回
。

行
事
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
・
全
国
日
蓮
宗
青
年
の
集
い
・

中
学
高
校
生
の
為
の
修
養
道
場
・
滋
賀
県
領
善
寺
青
年
会
と

の
交
流
。
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「社会の人は今お寺に何を求めているか」宗教意識調査

1 

私達の生活において宗教は必要なものと思いますか。 

ぜひ必要な あった方が なくてもか ない方がよ 
わからない 

ものである よい まわない い 

日 蓮宗 60% 36 3 0 1 

他 宗 38% 51 5 0.7 5 

2 

宗教が必要だと考える理由 

心のささえ 心のやすら 先祖を敬う 

儀式に必要 

精神修養・向上心・モラ ル・バックボン・特に意 味はない・わからない・ 無解答 

心のより ぎ とむらうな 

どころ 落ち着き ど 

日 蓮宗 47% 21 58 8 5 

他 宗 21% 25 60 7 6 

3 

「これからのお坊さん」はどういう人であってほしいか 

頭をそり衣 普通の人と 妻子をもた 
その他 無解答 を身につけ 同じ姿で布 ず,修行に 

た人 教に励む人 励む人 

日 蓮宗 34% 48 5 6 7 

他 宗 36% 46 4 4 10 

4 

どんなときに「お坊さん」を訪ねますか。 

葬式・法事 仏教の教え 困ったとき 

茶飲み話を するとき 
訪ねない その他 無解答 をお願いす を説いても や悩んでい 

るとき らうとき るとき 

日 蓮宗 51% 50 21 2 3 1 2 

他 宗 74% 19 8 0.7 5 1.5 3 

5 

なんのために「お寺」に行きますか。 

葬式・法事 に参加する ため 

精神をきた えるため 
無解答 

お寺の行事 (葬式・法 事以外の) に参加する ため 

祈稿をして もらうため 

無解答 

日 蓮宗 42% 48 10 56% 18 26 

他 宗 68% 17 15 39% 21 40 
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6 

「これからのお寺」は何をすればよいと思いますか。 

葬式・法事 を熱心にす る 

信行会など をする 
無解答 

仏教をわか りやすく教 える 

人々の憩い の場となる 

無解答 

日 蓮宗 26% 54 20 63% 22 14 

他 宗 43% 27 30 50% 27 23 

7 

「お坊さん」にいま何を望んでいますか。 

生活の手本 仏教の教え 相談相手に 

何も望まな い 
その他 無解答 となってく を説いてく なってくれ 

れること れること ること 

日 蓮宗 31% 53 28 3 3 5 

他 宗 43% 36 40 15 12 3 

8 

「お坊さん」についてどのように感じますか。 

ありがたい 
いやな感じ 

とくに感じ 
無解答 明るい感じ 暗い感じ 

とくに感じ 

無 解 袋 。 

感じ ない ない 

日 蓮宗 68% 0.6 24.4 7 46.4% 1.6 31 21 

他 宗 50% l.5 39.5 9 26 % 6 48 20 

9 

「お寺」はどんな感じがするところですか。 

ありがたい 
いやな所 

とくに感じ 
無解答 

明るい感じ 暗い感じの 

普通の場所 と同じ感じ のする所 無 解 袈 口 

所 ない のする所 する所 

日 蓮宗 71% l 20 8 43% 14 20 23 

他 宗 5云% 2 34 10 22% 20 27 3l 

10 

どのような「お寺」がよいと思いますか。 

豪華に飾ら 簡素で心に 
無解答 

立派な庭園 があるお寺 

子供の遊び 
無解答 れているお うるおいを 場となるよ 

寺 与えるお寺 うなお寺 

日 蓮宗 8% 86 5 14% 49 37 

他 宗 4% 84 12 9% 50 41 

○昭和60年3月調査 ○愛知県西尾市妙恩寺 ○日蓮宗(180名)、他宗(820名)
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9
、
月
例
婦
人
会

(
蓮
の
会
)

毎
月
一
回
。

講
演
「
現
職
教
師
に
よ
る
高
校
生
の
状
態
に
つ
い
て
」

「
人
間

に
は
な
か
な
か
な
れ
な
い
」

(
精
香
園
園
主
山
本
修
司
先
生
)
映

画
観
賞
「
教
育
は
死
な
ず
」

(
教
育
委
員
会
提
供
)

②
社
会
の
人
は
、
今
お
寺
に
何
を
求
め
て
い
る
と
思
い
ま
す

ヽ・
力

宗
教
意
識
調
査
十
項
目
に
基
づ
い
て
、
千
名
を
対
象
に
行
な
っ

た
が
、
そ
の
結
果
は
、
次
の
図
表
の
通
り
で
あ
る
。

③
信
行
会
活
動
を
蘇
生
さ
せ
る
妙
案
は
何
だ
と
思
う
か

各
家
庭
に
於
て
、
お
題
目
の
お
陰
で
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る

法
悦
を
自
覚
さ
せ
、
信
行
会
活
動
は
檀
信
徒
の
生
活
状
態
を
よ
く

観
察
し
て
方
策
を
立
て
る
べ
き
だ
と
思
う
。

現
在
、
家
が
有
っ
て
も
家
庭
の
無
い
家
が
多
く
な
っ
た
が
、
家

族
は
み
ん
な
家
庭
の
一
員
で
あ
り
、
家
族
が
皆
、
自
分
の
勤
め
、

持
ち
場
を
守
っ
て
支
え
合
い
、
つ
な
が
り
合
っ
て
家
全
体
を
組
み

た
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
目
覚
め
て
、
協
力
し
合
わ
ぬ
限
り
、

家
と
人
と
の
つ
り
合
い
が
破
れ
、
不
動
・
不
徳
が
生
じ
る
。

仏
と
先
祖
と
親
と
い
う
根
に
、
家
族
一
同
が
互
い
に
支
え
合
っ

て
、
守
り
合
っ
て
善
根
・
積
徳
の
肥
料
を
施
し
、
耕
作
し
続
け
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
く
の
が
、
導
く
者
の
つ
と
め
だ
と
思
う
。
仏

の
教
え
に
よ
っ
て
、
生
命
の
正
し
い
在
り
方
を
知
り
、
そ
の
教
え

の
道
を
実
行
す
る
。
そ
の
中
に
生
か
す
も
の
の
み
生
か
さ
れ
、
与

え
る
も
の
の
み
与
え
ら
れ
る
と
い
う
大
自
然
の
法
則
は
、
そ
の
ま

ま
仏
の
教
え
で
あ
っ
て
、
そ
の
真
理
の
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
生
き
て

い
く
こ
と
が
、
道
を
以
て
楽
を
受
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

を
、
導
く
者
は
常
に
先
頭
に
立
っ
て
実
践
し
、
信
徒
・
未
信
徒
に

こ
の
有
難
い
お
題
目
の
功
徳
を
昧
あ
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

家
庭
が
一
丸
と
な
っ
て
、
法
華
経
の
真
理
に
生
か
さ
れ
、
仏
の

慈
悲
に
包
ま
れ
、
お
題
目
の
お
陰
で
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う

切
々
た
る
感
激
と
、
報
恩
報
謝
の
実
践
の
行
が
信
行
会
活
動
の
原

動
力
だ
と
思
う
。

④
家
庭
や
社
会
に
於
け
る
信
行
生
活
を
ど
う
指
導
し
て
い
る

ヽ・
力

私
の
所
で
は
、
家
族
総
ぐ
る
み
の
信
仰
を
根
強
く
実
践
す
る
た

め
に
、
幼
少
年
を
対
象
に
子
供
会

(
竹
の
子
会
)
、
中
学
生
・
高
校

生
・
未
婚
の
社
会
人
を
対
象
に
青
年
会

(
若
竹
会
)
、
未
婚
者
・
既

婚
者
を
含
め
て
の
婦
人
会

(
蓮
の
会
)
、
男
女
青
年
・
壮
年
老
年
を

含
め
た
信
行
会
(
自
修
会
)
等
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
誠
の
中
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で
信
行
に
は
げ
み
、
各
家
庭
で
は
、
家
族
が
一
丸
と
な
っ
て
お
題

目
の
信
仰
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

又
、
学
校
・
職
場
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
法
華

信
仰
の
尊
さ
と
喜
び
を
も
っ
て
、
お
題
目
の
種
を
人
の
心
に
植
え

つ
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
家
庭
内
で
の
色
々
な
出
来
事
に
対

し
て
、
基
本
的
な
導
き
方
と
し
て
、
㈲
嫁
と
姑
と
の
不
和
合
、
㈲

親
と
子
の
不
和
合
、
い
夫
と
妻
と
の
不
和
合
、
の
場
合
は
、
ど
の

よ
う
に
話
を
運
ぶ
か
。
体
験
を
通
し
て
、
世
間
一
般
の
あ
り
ふ
れ

た
話
・
因
縁
果
報
の
理
と
数
理
・
易
。
病
人
に
は
、
病
と
心
づ
か

い
の
関
係
・
法
話
な
ど
応
用
し
て
、
人
生
相
談
に
応
ず
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。

又
、
信
仰
へ
有
り
方
に
つ
い
て
は
、
「
仏
が
こ
の
世
に
出
ら
れ
た

目
的
は
な
ん
で
し
ょ
う
」
 
。

方
便
品
に
は
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
、
四
仏
智
兄
を
説

か
れ
ま
し
た
。

人
間
は
何
ん
の
為
に
生
き
る
の
か
と
い
う
、
仏
の
智
慧
を
、
す

べ
て
の
人
間
が
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
一
大
事

の
為
に
、
仏
は
こ
の
世
に
出
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
目
的
を
、
私
た

ち
に
示
し
て
下
さ
っ
た
。

誓
喩
品
に
は
、
「
悉
く
是
れ
吾
が
子
な
り
」
と
あ
る
。
私
た
ち
が

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
目
的
は
、
実
は
、
こ
の
一
事
に
か
っ
た
の

で
あ
る
。

私
た
ち
、
仏
の
子
と
し
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
仏
の
命
を
受
け

継
ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
仏
子
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
た
と
え

口
に
題
目
を
唱
え
て
い
る
よ
う
で
も
、
「
信
心
の
血
脈
な
く
ん
ば
法

華
経
を
持
つ
と
も
無
益
な
り
」
 
。

法
華
経
の
教
え
が
、
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
受
け
継
が
な

か
っ
た
ら
、
そ
の
人
一
代
で
法
華
経
は
絶
え
て
し
ま
う
。
先
祖
の

救
い
も
絶
え
て
し
ま
う
。

何
ん
の
為
に
題
目
を
唱
え
る
の
か
、
何
ん
の
為
に
経
を
読
む
の

か
、
そ
れ
で
は
、
法
華
信
仰
を
し
て
い
る
よ
う
で
も
、
な
ん
の
役

に
も
た
た
な
い
。
こ
の
法
華
経
に
会
い
、
教
え
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
初
め
て
目
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

「
今
日
乃
ち
知
ん
ぬ
、
真
に
是
れ
仏
子
な
り
、
仏
口
よ
り
生
じ
法

化
よ
り
生
じ
て
仏
法
の
分
を
得
た
り
」

経
意
を
よ
く
理
解
し
、
仏
の
教
化
の
仕
事
に
加
わ
る
こ
と
の
で

き
た
こ
と
を
心
よ
り
有
難
く
思
い
、
法
華
信
仰
の
功
徳
に
よ
っ
て
、

応
宣
流
布
の
一
役
を
担
っ
て
お
手
伝
い
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
皆
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さ
ん
の
喜
び
、
感
激
は
い
か
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。

私
は
又
、
法
師
品
第
十
の
中
の
一
文
を
引
用
し
て
、

㈲
是
の
諸
人
等
は
己
に
曾
て
十
万
億
の
仏
を
供
養
し
、
諸
仏
の
所

に
於
て
大
願
を
成
就
し
て
、
衆
生
を
慰
む
が
故
に
比
の
人
間
に

生
ぜ
る
な
り
。

㈲
衆
生
を
哀
愁
し
、
願
ひ
て
比
の
問
に
生
れ
、
広
く
妙
法
華
経
を

演
べ
分
別
す
る
な
り
。
何
に
況
ん
や
、
蓋
し
て
能
く
受
持
し
、

種
々
に
供
養
せ
ん
者
を
や
。

㈲
若
し
是
の
善
男
子
善
女
人
、
我
が
滅
度
の
後
、
能
く
霜
か
に
一

人
の
為
に
も
、
法
華
経
の
乃
至
一
句
を
説
か
ん
。
当
に
知
る
べ

し
、
是
の
人
は
則
ち
如
来
の
使
な
り
。
如
来
の
所
道
と
し
て
如

来
の
事
を
行
ず
る
な
り
。

前
生
に
於
て
、
そ
の
よ
う
な
修
行
を
積
み
重
ね
て
来
た
人
に
、

仏
は
後
の
世
に
如
来
の
使
い
と
し
て
の
重
大
な
役
目
を
仰
せ
つ
け

ら
れ
た
か
を
、
勧
持
品
以
後
に
み
た
い
。

妙
法
蓮
華
経
勧
持
品
第
十
三

「
若
し
世
尊
我
等
に
比
の
経
を
持
説
せ
よ
と
告
勅
し
た
ま
は
ば
、

当
に
仏
の
教
の
如
く
広
く
斯
の
法
を
宣
ぶ
べ
し
と
、
復
た
是
の
念

を
作
さ
く
、
仏
今
黙
然
と
し
て
告
勅
せ
ら
れ
ず
、
我
当
に
云
何
が

す
べ
き
と
」
「
我
世
尊
の
前
、
諸
の
来
り
た
ま
え
る
十
方
の
仏
に
於

い
て
、
是
の
如
き
誓
言
を
発
す
、
仏
自
ら
我
が
心
を
知
し
め
せ
」
 
。

安
楽
行
品
で
は
、
四
法
が
説
か
れ
る
。

「
仏
に
敬
順
し
た
て
ま
つ
る
が
故
に
、
大
誓
願
を
発
す
、
後
の
悪

世
に
於
て
是
の
法
華
経
を
護
持
し
、
読
話
し
、
説
か
ん
」

「
仏
、
文
殊
師
利
に
告
げ
た
ま
は
く
、
若
し
菩
薩
摩
詞
薩
、
後
の

悪
世
に
於
て
是
の
経
を
説
か
ん
と
欲
せ
ば
当
に
四
法
に
安
住
せ

し
」
。身

・
口
・
意
・
誓
願
安
楽
行
の
四
つ
の
基
本
的
な
心
得
が
説
か

れ
ま
し
た
が
、
涌
出
品
第
十
五
に
入
っ
て
、
仏
は
諸
の
菩
薩
に
対

し
て
、

「
止
み
ね
善
男
子
、
汝
等
が
比
の
経
を
護
持
せ
ん
こ
と
を
須
ひ
ず
、

所
以
は
何
ん
、
我
が
姿
婆
世
界
に
自
ら
六
万
恒
河
婆
等
の
菩
薩
摩

詞
薩
有
り
、
一
々
の
菩
薩
、
各
六
万
恒
河
婆
の
巻
属
有
り
、
是
の

諸
人
等
能
く
我
が
滅
後
ち
於
て
護
持
し
、
読
話
し
、
広
く
比
の
経

を
説
か
ん
」
 
、
こ
こ
に
重
大
な
発
言
を
し
、
更
に
、
「
婆
婆
世
界
の

三
千
大
千
の
国
土
、
地
皆
震
裂
し
て
其
の
中
よ
り
無
量
千
万
億
の

菩
薩
摩
詞
薩
有
り
て
、
同
時
に
涌
出
せ
り
」
 
。

こ
の
地
滴
の
菩
薩
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
唱
え
難
さ
題
目
な
り
の
文
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意
を
悟
り
、
家
族
総
ぐ
る
み
の
命
が
け
の
信
仰
が
親
の
成
仏
は
即

ち
子
の
成
仏
、
子
の
成
仏
が
即
ち
親
の
成
仏
な
り
。

⑤
信
仰
の
仲
間
づ
く
り
に
ど
う
取
り
組
く
ん
で
い
ま
す
か

信
と
は
、
仏
の
説
か
れ
た
教
え
の
中
で
も
、
「
今
汝
に
告
ぐ
、
我

が
所
説
の
諸
経
、
両
も
比
の
経
の
中
に
於
て
、
法
華
経
最
も
第
一

な
り
」

と
説
か
れ
た
、
こ
の
最
高
最
勝
の
教
え
に
よ
っ
て
、
自
分

だ
け
の
狭
い
考
え
に
執
わ
れ
る
気
持
ち
を
離
れ
て
、
清
ら
か
な
気

持
ち
で
真
心
か
ら
信
ず
る
こ
と
。

行
と
は
、
法
華
経
の
中
に
説
か
れ
た
教
え
の
真
理
を
身
に
つ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
幸
せ
の
事
。

人
間
が
現
世
に
生
活
し
な
が
ら
、
汚
れ
に
染
ま
ら
ず
、
幸
せ
な

生
活
を
送
る
為
に
は
、
自
分
に
も
他
の
総
て
の
人
に
も
、
仏
の
種

を
宿
し
て
い
る
事
を
知
り
、
他
の
総
て
の
人
に
も
成
る
程
と
解
ら

せ
、
そ
の
仏
の
種
に
水
を
与
え
、
肥
料
を
施
し
、
芽
を
出
さ
せ
花

を
咲
か
せ
実
を
結
ぶ
ま
で
、
自
ら
法
華
経
の
真
理
を
実
践
し
、
縁

あ
る
人
々
を
そ
れ
ま
で
導
い
て
い
く
事
が
行
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

て
、
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
実
感
を
味
わ
せ
る
事
で
あ

る
。

こ
う
し
た
理
念
を
以
っ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
呼
び
か
け
、

お
題
目
の
輪
を
広
げ
て
い
く
よ
う
に
心
懸
け
て
い
る
。

法
華
経
は
孝
経
の
教
え
で
あ
る
か
ら
、
如
我
等
無
異
の
仏
意
と
、

一
切
衆
生
異
の
苦
を
受
く
る
は
悉
く
こ
れ
如
来
一
人
の
苦
な
り
と

の
仏
意
を
身
口
意
に
実
践
し
、
仏
意
に
応
え
て
い
く
努
力
が
、
地

涌
の
菩
薩
の
使
命
で
あ
り
、
仏
子
と
し
て
の
努
め
で
あ
る
と
思
う
。

⑥
信
行
会
に
つ
い
て
、
寺
院
問
の
協
力
を
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
ま
す
か

各
寺
院
内
に
、
何
か
の
形
で
信
行
の
会
を
作
っ
て
い
る
と
い
う

前
提
の
上
に
た
っ
て
、
「
協
力
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
」
と
の

問
い
と
思
う
。

本
宗
は
現
在
、
一
口
に
言
っ
て
、
五
千
力
寺
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
信
行
会
が
結
成
さ
れ
て
い
る
寺
院
は
僅
か
約
二
十

パ
ー
セ
ン
ト
の
千
力
寺
を
対
象
と
し
て
の
問
い
と
す
れ
ば
、
信
行

会
を
結
成
さ
れ
て
い
る
寺
院
と
、
い
な
い
寺
院
の
寺
数
と
、
各
管

区
に
お
け
る
分
布
図
、
結
成
さ
れ
て
い
な
い
寺
院
の
信
行
会
に
対

す
る
必
要
性
の
有
無
と
か
、
事
情
な
り
、
そ
の
他
に
就
て
詳
細
な

事
情
を
所
属
機
関
に
報
告
し
て
頂
き
、
そ
の
資
料
に
基
づ
き
、
各

部
門
の
専
門
委
員
が
体
験
を
ふ
ま
え
て
、
誰
も
が
で
き
る
信
行
会

作
り
を
提
出
者
と
共
に
研
究
し
、
指
導
に
努
め
て
は
ど
う
か
。
自
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分
で
は
、
現
在
消
極
的
だ
が
、
統
一
信
行
を
通
し
て
と
か
、
そ
の

他
行
事
な
ど
通
し
て
、
寺
院
間
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
に
努
め
て

い
る
程
度
で
あ
る
が
、
希
望
と
し
て
は
、
法
華
信
行
を
強
盛
に
推

進
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
他
寺
院
の
信
行
会
々
員
と
の
信
仰
を
通
し

て
の
交
流
を
切
に
希
望
し
て
や
ま
な
い
。

⑦
本
宗
の
お
題
目
と
新
興
宗
教
の
お
題
目
の
違
い
を
ど
う
説

い
て
い
る
か

あ
る
新
興
宗
教
の
教
団
で
は
、
釈
尊
並
び
に
、
日
蓮
聖
人
の
御

聖
意
を
奉
戴
し
、
会
の
本
尊
は

「
久
遠
実
成
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼

世
尊
」
で
あ
っ
て
、
「
一
切
衆
生
の
仏
性
を
関
頭
」
す
る
と
こ
ろ
の

会
長
を
大
導
師
と
仰
い
で
会
員
が
こ
ぞ
っ
て
仏
子
と
し
て
の
自
覚

を
も
っ
て
、
法
華
信
仰
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

所
謂
、
釈
尊
よ
り
ゆ
だ
ね
任
さ
れ
た
如
来
の
使
い
上
行
菩
薩
の

再
誕
で
あ
る
、
日
蓮
聖
人
に
従
っ
て
お
題
目
を
唱
え
て
い
る
訳
で

は
な
い
。
日
蓮
聖
人
の
弘
め
ら
れ
た
題
目
の
心
か
ら
は
ず
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
釈
尊
の
御
心
に
守
ら
れ
る
と
い
う
、
真
の
悟
り
を

得
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
宗
の
題
目
は
、
法
華
経
の
中
に
説
か
れ
た
仏
の
教
え
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
て
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

た
だ
ち
に
釈
尊
と
直
接
結
び
つ
く
教
え
で
あ
る
。

渡
辺
宝
陽
先
生
は
、
『
私
達
の
日
蓮
宗
信
行
へ
の
道
』
と
い
う
書

の
中
で
、
「
そ
の
教
え
は
、
量
り
知
れ
な
い
ほ
ど
奥
深
い
世
界
を
背

後
に
持
ち
な
が
ら
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

た
だ
ち
に
釈
尊
と
直
接
結
び
つ
く
教
え
で
あ
る
」

と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

日
蓮
聖
人
は
、
真
理
を
求
め
、
真
理
を
広
く
弘
め
る
姿
を
常
不

軽
菩
薩
の
修
行
と
重
ね
合
わ
せ
て
説
か
れ
た
。
「
我
深
く
汝
等
を
敬

ふ
、
敢
て
軽
慢
せ
ず
、
所
以
は
何
ん
、
皆
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
、

当
に
作
仏
す
る
こ
と
を
得
べ
し
と
」

と
会
う
人
々
に
近
づ
い
て
、

礼
拝
す
る
こ
と
を
誓
願
し
た
常
不
軽
菩
薩
は
、
礼
拝
の
行
を
続
け

て
、
や
が
て
仏
に
な
ら
れ
た
と
述
べ
ら
れ
た
説
を
も
っ
て
、
檀
信

徒
に
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
菩
薩
を
妙
法
蓮
華
経
不
軽
菩
薩
品
は
、
そ
の
菩
薩
こ
そ
釈

尊
の
前
生
の
姿
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
法
華
経
を
身
を
も
っ
て
実

践
さ
れ
た
こ
と
と
、
日
蓮
聖
人
の
残
さ
れ
た
業
績
と
が
、
ぴ
っ
た

り
と
一
致
す
る
こ
と
を
説
き
示
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
、
確
か
に
、

自
身
こ
そ
上
行
菩
薩
の
割
り
当
て
ら
れ
た
役
を
、
責
任
を
も
っ
て

受
け
持
つ
者
だ
と
い
う
、
自
覚
に
到
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
と
渡
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辺
宝
陽
先
生
は
そ
の
本
の
中
で
説
き
明
か
さ
れ
て
い
る
。

本
宗
僧
侶
は
、
宗
祖
日
蓮
聖
人
、
上
行
菩
薩
の
番
属
と
し
て
、

そ
の
意
を
実
践
し
、
身
軽
法
重
・
死
身
弘
法
に
つ
と
め
て
き
た
と

私
は
思
う
。

⑧
お
題
目
の
意
味
と
功
徳
を
ど
う
説
い
て
い
る
か

お
題
目
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
私
は
六
度
万
行
具
足
と
受
け
取

っ
て
い
る
。
六
波
羅
蜜
は
、
一
切
善
行
の
大
本
で
あ
る
か
ら
、
広

く
い
え
ば
万
行
と
な
り
、
合
す
れ
ば
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・

禅
定
・
智
慧
の
六
つ
が
完
全
に
具
っ
て
い
る
こ
と
を
、
妙
法
蓮
華

経
の
五
字
で
い
い
表
わ
し
て
い
る
と
思
う
。

妙
法
と
は
、
こ
よ
な
き
真
理
、
蓮
華
と
は
、
こ
よ
な
き
真
理
を

泥
の
中
に
ま
み
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
泥
に
染
ま
ら
ず
、
泥
の
中
か

ら
清
ら
か
な
花
と
実
と
が
同
時
に
咲
い
て
実
る
と
い
う
、
こ
よ
な

き
真
理
を
蓮
華
に
誓
え
た
も
の
で
、
末
法
の
世
に
な
っ
て
人
間
の

心
も
険
し
く
な
り
、
善
悪
の
判
断
も
つ
か
ず
、
自
分
勝
手
な
振
舞

い
が
横
行
し
、
ド
ロ
ド
ロ
に
汚
れ
た
苦
悩
の
世
の
中
に
住
み
な
が

ら
、
そ
の
諸
悪
に
染
ま
ら
ず
、
妙
法
蓮
華
経
の
真
理
に
生
か
さ
れ

て
、
清
ら
か
に
立
派
に
生
き
、
文
字
に
も
書
き
表
わ
せ
ず
、
言
葉

に
も
語
り
尽
く
せ
ぬ
程
の
尊
い
教
え
に
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る

喜
び
を
、
世
の
中
の
人
々
の
心
に
植
え
て
い
く
と
い
う
誓
願
と
、

現
世
に
常
寂
光
土
の
理
想
社
会
の
建
設
に
向
か
っ
て
、
妙
法
五
字

に
身
命
を
投
げ
出
し
て
帰
依
(
南
無
)

す
る
と
い
う
事
で
あ
っ
て
、

経
と
は
、
そ
の
よ
う
な
尊
い
教
え
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
妙
法

五
字
を
信
じ
て

「
我
等
こ
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
、
自
然
に
彼
の

因
果
の
功
徳
を
譲
り
与
え
給
ふ
」
 
、
成
仏
さ
れ
て
か
ら
す
べ
て
の

人
々
を
救
済
活
動
に
よ
っ
て
積
ま
れ
た
徳
を
、
そ
の
ま
ま
譲
ら
れ

て
、
自
然
に
凡
夫
の
境
界
を
離
れ
て
仏
の
境
界
に
達
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

注
意
し
た
い
事
は
、
こ
の
経
を
深
く
信
じ
、
そ
の
信
を
持
ち
続
け

る
と
い
う
受
持
が
修
行
の
眼
目
で
あ
る
か
ら
、
受
持
が
欠
け
て
は
、

そ
の
功
徳
に
も
当
然
差
別
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
は
ら
な
い
。

日
蓮
聖
人
は
、
『
松
野
殿
御
返
事
』

の
中
で
、
「
智
者
が
所
持
し

て
い
る
金
も
、
愚
者
の
持
ち
た
る
金
も
、
其
の
差
別
は
な
い
が
、

こ
の
経
の
心
に
背
い
て
唱
え
る
題
目
に
は
差
別
が
あ
る
」

と
述
べ

ら
れ
る
。

⑨
二
十
一
世
紀
に
向
か
う
本
宗
教
師
の
使
命
は
何
だ
と
思
う

ヽし
刀

日
蓮
宗
は
、
宗
祖
以
来
七
百
有
余
年
の
伝
統
を
以
っ
て
、
強
力
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な
宗
教
組
織
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
い
つ
の
世
ま
で
も
妙
法
蓮
華

経
の
五
字
の
題
目
が
目
と
共
に
広
く
流
布
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う

が
、
こ
の
十
有
余
年
至
る
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
仏
教
は
葬
式
仏
教

で
あ
る
と
か
、
僧
侶
は
堕
落
し
て
外
車
を
乗
り
回
し
な
が
ら
、
葬

式
・
法
要
・
祈
躊
・
戒
名
に
多
額
の
金
を
要
求
し
て
、
自
ら
は
ぜ

い
沢
な
生
活
を
し
て
い
る
。

寺
院
は
釈
尊
の
足
跡
を
踏
む
こ
と
を
忘
れ
、
観
光
寺
院
に
と
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
宗
教
家
に
は
頼
れ
な
い
な
ど
と
い
う

非
難
も
あ
る
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、
残
忍
凶
悪
な
事
件
が
続
発
し
て
、
全
く

暗
黒
時
代
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
の
折
、
当
時
の

軍
部
に
反
抗
し
て
投
獄
さ
れ
た
政
治
家
に
中
野
正
剛
が
あ
っ
た
。

悪
世
を
救
う
役
割
を
身
を
以
っ
て
果
た
す
の
は
、
政
治
家
か
宗
教

家
か
。
鎌
倉
幕
府
に
命
を
か
け
て

『
立
正
安
国
論
』

を
叩
き
つ
け

た
の
は
、
日
蓮
聖
人
で
あ
っ
た
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
う
本
宗
教
師
は
、
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
の

自
覚
を
も
っ
て
、
仏
の
使
者
と
し
て
の
つ
と
め
を
果
た
す
べ
き
だ

と
思
う
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
う
教
団
の
在
り
方
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、

本
宗
が
開
か
れ
た
そ
の
土
台
は
、
鎌
倉
時
代
の
政
治
・
経
済
・
思

想
と
い
っ
た
時
代
柏
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
今
日
も
な
お
忠
実
に
、

経
典
・
遺
文
の
解
釈
を
さ
れ
た
本
が
店
頭
に
並
ん
で
い
る
。
二
十

一
世
紀
を
向
か
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
時
代
に
即
応
し
た
経

典
・
ご
遺
文
の
解
説
が
欲
し
い
。

現
在
、
大
聖
人
が
ご
在
世
で
あ
っ
た
ら
、
現
代
の
政
治
・
経
済
・

思
想
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
り
、
ど
の
よ
う
に
教
え
を
説
か

れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
仏
大
慈
悲
を
起
し
、
妙
法
五
字
の
袋
の
う
ち
に

こ
の
珠
を
つ
つ
み
末
代
幼
稚
の
首
に
か
け
さ
し
め
た
も
う
」

と
い

う
よ
う
に
、
教
え
が
現
在
も
尚
、
説
か
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

既
成
教
団
が
寺
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
中
に
、
檀
信
徒

の
多
く
は
寺
離
れ
を
し
て
い
っ
た
。
在
家
の
勝
れ
た
仏
教
指
導
者

た
ち
は
、
僧
侶
に
依
存
で
き
ず
、
独
自
に
教
学
を
学
び
、
時
代
に

目
覚
め
、
新
し
い
生
き
方
を
生
み
出
し
、
実
践
し
、
実
生
活
の
中

か
ら
新
た
な
道
を
開
い
て
現
在
の
新
興
宗
教
が
生
ま
れ
、
発
展
し
、

現
在
の
マ
ン
モ
ス
教
団
と
な
っ
た
。
身
延
山
本
堂
建
立
奉
納
金
も
、

多
額
の
建
立
費
の
そ
の
大
部
分
が
新
興
宗
教
で
あ
る
と
聞
く
。

私
は
落
慶
式
の
法
要
の
際
、
つ
く
づ
く
反
省
し
た
。
宗
門
は
少

年
少
女
修
養
道
場
・
中
学
高
校
生
の
た
め
の
修
養
道
場
、
全
国
信
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徒
青
年
会
並
び
な
全
国
檀
信
徒
研
修
道
場
を
開
設
し
た
。
そ
の
少

年
少
女
は
、
そ
し
て
中
学
高
校
生
は
、
全
国
信
徒
青
年
、
は
た
又

檀
信
徒
研
修
道
場
を
出
た
人
達
は
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
信
仰

生
活
を
送
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

各
管
区
各
寺
院
教
会
に
信
行
会
や
、
そ
れ
に
類
似
し
た
題
目
講

な
り
、
何
ら
か
の
組
織
も
な
い
と
こ
ろ
は
土
造
り
に
懸
命
に
努
力

し
、
教
え
の
種
を
植
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
土
の
無
い
所
に

は
種
も
蒔
け
ず
木
の
実
も
な
ら
な
い
と
思
う
。

⑲
お
題
目
の
輪
を
広
げ
る
運
動
を
皆
で
考
え
ま
し
ょ
う

各
寺
院
が
未
だ
信
行
会
の
で
き
て
い
な
い
所
は
、
管
区
に
於
て
、

各
寺
院
よ
り
、
幼
・
小
・
中
・
高
・
青
年
一
般
檀
信
徒
の
中
よ
り
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
の
目
的
を
以
っ
て
、
若
干
名
の
代
表
を
送
り
、
日

青
・
布
教
師
会
・
社
教
等
合
同
に
て
、
指
導
方
針
を
立
て
、
年
間

の
教
化
日
程
と
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
実
践
へ
の
足
が

か
り
を
作
り
、
管
内
各
寺
隠
よ
り
選
抜
さ
れ
た
檀
信
徒
に
、
強
い

期
待
を
寄
せ
て
、
管
内
幼
少
年
・
中
・
高
生
・
青
年
・
壮
年
と
い

う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
に
一
団
体
を
作
り
、
そ
の
所
で
檀
信
徒
の
一

体
化
を
計
れ
ば
、
寺
院
問
の
交
流
も
深
ま
り
、
又
そ
れ
ぞ
れ
の
会

を
作
り
、
住
職
が
こ
れ
を
指
導
す
れ
ば
、
こ
れ
が
基
と
な
っ
て
、

一
天
四
海
皆
帰
妙
法
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
わ
ん
と
す
る
今
日
も
な
お
、
啓
蒙
し
た
り
、

立
派
な
意
見
を
発
表
し
た
り
、
立
案
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

批
判
を
す
る
も
よ
い
だ
ろ
う
。
だ
が
今
日
、
何
が
一
番
望
ま
れ
て

い
る
か
と
い
う
事
は
、
理
論
よ
り
も
先
ず
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
。

実
践
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
花
も
咲
か
ず
、
実
も
な
ら
な
い
。
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